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株式会社ダイキアクシス（4245 東証１部） 

2018 年 12 月期決算報告の概要 
 

決算概要 

〇2018 年 12 月期は、2016 年度から 2018 年度の中期経営計画「V-PLAN60」の「HOP - 

STEP - JUMP」の JUMP の年として、また、創業 60 周年の区切りの年として、基本戦略

の堅実な履行による中期経営計画数値の達成に向けて取り組んできた。主な事業戦略とし

ては、将来の収益性の向上に重点を置き、環境機器関連事業セグメントにおいては、ストッ

クビジネスとして、メンテナンス事業及び上水エスコ事業の営業強化、海外における事業展

開の推進、また、住宅機器関連事業セグメントにおいては、基本に忠実な営業スタイルを徹

底するとともに新規顧客の開拓に努め、再生可能エネルギー関連事業においては、循環型社

会の実現と将来の需要拡大に向けた開発・販売強化を実施してきた。 

 

〇2018 年 12 月連結会計年度の売上高は 362 億 24 百万円(前年同期比 7.9％増)、営業利益

は９億 23 百万円(前年同期比 19.3％減)、経常利益は 11 億円(前年同期比 18.0％減)、 親会

社株主に帰属する当期純利益は８億 61 百万円(前年同期比 15.7％増)となった。原価上昇と

原価上昇に見合う受注額の改善課題等があり、売上総利益については金額面では 68 億 87

百万円(前年同期比 5.0％増)だったが、利益率面では 19.0％(前年同期 0.5％減)となった。

販売費及び一般管理費は、主に人件費の上昇があったが、60 周年記念事業・M&A 関連経費

等の一時的コスト増加等もあり 59 億 64 百万円(前年同期比 10.1％増)となった。特別利益

において主に有価証券売却益４億 79 百万円(コーポレートガバナンス・コードに基づく政

策保有株式の保有方針の見直し等)、特別損失において主に固定資産売却損 52 百万円(子会

社移転に伴う土地の売却損等)及び固定資産除却損 24 百万円(上水関連設備や営業拠点設備

等)を計上した。なお、連結決算の公表を開始した第７期(2011 年 12 月期)以降、７期連続

で売上高は増収となり、親会社株主に帰属する当期純利益は過去最高益を計上することが

できた。 

 

〇環境機器関連事業に関しては、浄化槽排水処理システムが前年同期と比べ増加。要因とし

て、国内売上高では、大型案件(電気部品工場)の工事進行基準適用により概ね売上高を計上

できた事等で前年同期と比べ増加した。一方戦略的位置付けの海外売上高については、前年
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同期に海外案件(中国)で受注額６億７百万円の大型案件の完成があったが、当連結会計年度

には同等の案件がなく前年と比べ大幅に減少した。現在、海外での浄化槽排水処理システム

の製造を強化中で、前連結会計年度まではインドネシア(100% 出資)のみで製造していたが、

当連結会計年度より中国での製造(49%出資)も開始、また、次連結会計年度にはインドでの

製造も開始予定である。ストックビジネスとしての拡大を目指してきたメンテナンス事業

及び上水事業エスコ収入については前年同期と比べ増加。セグメント利益(営業利益)に関し

ては、赤字工事に伴う損失額 56 百万円の発生課題を含めた外注コストの増加及び受注額改

善等の課題があった。結果、売上高は 185 億 13 百万円(前年同期比 12.6％増)、セグメント

利益(営業利益)は 13 億 94 百万円(前年同期比 2.8％増)となった。 

 

○住宅機器関連事業に関しては、建設関連業者売上は全般的に顧客開拓を推進し、ほぼ前年

並みとなった。ホームセンターリテール商材は新規取引開始店があったものの既存店への

販売が減少したため前年同期と比べ減少。住機部門工事は店舗建築工事が今期売上計上に

至ったことから大幅に増加。結果、売上高は 158 億 12 百万円(前年同期比 1.5％増)、セグ

メント利益(営業利益)は５億 69 百万円(前年同期比 1.7％減)となった。 

 

〇再生可能エネルギー関連事業に関しては、 太陽光発電に係る売電事業において、前連結

会計年度は子会社の売電収入を第２四半期連結会計期間より計上しており、当連結会計年

度は期首より計上したこと及び第２四半期連結会計期間より売電を順次開始したことによ

り前年同期と比べ大幅に増加。その他、バイオディーゼル燃料事業は、前年同期と比べバイ

オディーゼル燃料の販売が増加。小形風力発電機関連事業については、販売実績はなかった。 

これにより、売上高は２億 87 百万円(前年同期比 65.4％増)、セグメント損失(営業損失)は

65 百万円(前年同期はセグメント損失(営業損失)１億 63 百万円)となった。 

 

〇その他事業に関しては、土木工事業については、前連結会計年度は子会社の工事収入を第

２四半期連結会計期間より計上したが、 当連結会計年度は期首より計上した。家庭用飲料

水事業については、前年同期と比べ増加。売上高は 16 億 11 百万円(前年同期比 18.8％増)、

セグメント利益(営業利益)は 97 百万円(前年同期比 44.9％減)となった。 

 

○なお、「その他事業」に含まれる「クリクラ事業」を「家庭用飲料水事業」に名称変更。

セグメント情報に与える影響はない。 

 

〇決算発表同日、2019 年から 2021 年までの新たな目標として中期経営計画「Make 

FOUNDATION Plan」を策定し、発表した。 次期 2019 年 12 月期の連結業績見通しにつ

いては、売上高 368 億 80 百万円、経常利益 13 億円、親会社株主に帰属する当期純利益８

億円を見込んでいる。 



 

株式会社ダイキアクシス（4245 東証１部）の2018年12月期決算短信については、こちら

をご参照ください。（→2018年12月期決算短信） 

 

リリースの免責事項 

本リリースは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目

的として提供するものではありません。投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断

されますようお願いいたします。なお、本サービスにより利用者の皆様に生じたいかなる

損害についても、当社は一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 

 

リリースに関しての照会先 

Borderless IR 株式会社 

〒103-0027 東京都中央区日本橋 1-2-10 東洋ビル 6Ｆ 

ＴＥＬ 03-4588-6706 

info@b-ir.co.jp 

 

Borderless IR は、国内・海外向けＩＲ情報配信専門の会社です。国内・世界有数のメディ

ア、企業情報データベース、メーリングリスト等を通じ、海外投資家にダイレクトに企業

の最新情報と本質的な強みを主としてニューズレターとアナリストレポートで配信してい

ます。その他、海外ＩＲ支援全般を手掛けているプロフェッショナル企業です。 
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